
高齢者向け
ワクチン

健康な未来を守るために
kingcounty.gov/findaclinic

kingcounty.gov/findaclinic

キング郡でワクチン接種が
可能な場所

かかりつけの医療機関にご相談ください。健康保険に

加入されている場合は、最寄りの薬局にお問い合わ

せください。 
VA（退役軍人省）の医療制度に登録されている退役軍人の方は、VA施設および地域の医療施設でワクチン接種を受けられる場合があります。事前にお電話でご予約ください。詳細：va.gov/find-locations

VA（退役軍人省）の医療制度に登録されている退役軍

人の方は、VA施設および地域の医療施設でワクチン

接種を受けられる場合があります。事前にお電話でご

予約ください。

詳細：va.gov/find-locations

健康保険に未加入ですか？ 医療機関を探す手助

けが必要ですか？ コミュニティ・ヘルス・アクセス・プ

ログラム（1-800-756-5437）までお電話ください。

（通訳サービスあり）

ワクチンの接種費用について

ワクチン接種費用は保険でカバーされますか？

メディケイド（アップルヘルス）やメディケアを含むほと

んどの保険プランは、成人に推奨されるワクチン接種

をカバーしています。メディケアに加入している場合は、

どのワクチンがカバーされているか、加入プランにお

問い合わせください。

保険に加入していません。ワクチン接種の方法は？

一部の医療機関や薬局では、成人ワクチンプログラム

（Adult Vaccine Program）を通じてワクチンを無料で

提供しています。ほとんどの医療機関では、ワクチン接

種を受ける前に患者登録が必要です。

詳細：kingcounty.gov/findaclinic

詳細情報

キング郡でワクチン接種が可能な場所
詳細：kingcounty.gov/findaclinic

詳細：kingcounty.gov/findaclinic

地域医療アクセスプログラム
（Community Health Access Program）
地域のサービスに関する情報はこちら。

Eメール：chap@kingcounty.gov

電話：1-800-756-5437（通訳サービスあり）

予防接種に関する一般情報
詳細：kingcounty.gov/immunization

詳細：kingcounty.gov/immunization

高齢者向けのワクチン
50歳以上のワクチンに関しての情報詳細：bit.ly/olderadultsvax

50歳以上のワクチンに関しての情報

詳細：bit.ly/olderadultsvax

ワシントン州内のメディケアに関する支援

電話：1-800-562-6900（通訳サービスあり）

年齢を重ねるにつれて、感染症はより深

刻な影響を及ぼす可能性があります。

ワクチンは免疫力の強化に役立ちます。
ワクチンを接種することで、活動的で、好

きなことを楽しめる生活につながります。
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ワクチンは様々な感染症からあなたを守ります

インフルエンザ

インフルエンザは感染力の強い呼吸器ウイルスです。
高齢者の感染は重症化する可能性があります。65歳
以上の成人は、より強力な予防効果のあるワクチン接
種が推奨されます。「高用量ワクチン」または「アジュバ
ント添加（免疫反応を強める補助剤入り）ワクチン」を
希望してください。

COVID-19（新型コロナウイルス感染症）

肺やその他の身体器官に影響を与えるウイルスです。
重篤な疾患や長期的な症状を引き起こす可能性があ
ります（ロングコビット）。

RSウイルス感染症

よくある風邪のような症状を引き起こす、一般的なウイ
ルスです。高齢者が感染すると、肺炎などの肺感染症
を引き起こすことがあります。

肺炎球菌

細菌感染症の一種で、肺炎、敗血症、または脳を覆う
膜の炎症（髄膜炎）を引き起こす可能性があります。

破傷風、ジフテリア（Td）、百日咳（Tdap）

• 破傷風：痛みを伴う筋肉の硬直を引き起こし、多く

の場合、傷口からの菌が侵入することで発症しま

す。

• ジフテリア：喉の感染症と呼吸困難を引き起こしま

す。

• 百日咳：非常に感染力が強く、咳が数ヶ月続くこと

もあります。

帯状疱疹

痛みを伴う発疹を引き起こすウイルスです。水痘にか
かったことがある人なら誰でも感染する可能性があり
ますが、特に高齢者に多く見られます。長期にわたる
神経痛を引き起こすこともあります。

B型肝炎

肝臓を攻撃し、激しい腹痛、肝不全、そして癌を引き起
こす可能性のあるウイルスです。

ワクチンは必ずしも病気にかかることを

を防ぐわけではありませんが、重篤な病

気から身を守ってくれます。

ワクチンの接種状態を常に最新に保つこ

とで、ご自身とご家族を守りましょう。

ワクチンを接種すべき時
期は？

どのワクチンが自分に適しているかは、各医療機

関にご相談ください。

• インフルエンザ：毎年秋、ハロウィーン（10月

31日）までに接種。

• COVID-19（新型コロナウイルス感染症）：少な

くとも年に1回接種。65歳以上の方は、約6ヶ

月間隔で年に2回接種してください。

• RSウイルス：1回接種。多くの成人は75歳まで

待つことができます。75歳未満でもリスクが高

い方は、より早い時期に接種が必要となる場

合があります。

• 肺炎球菌：50歳以上の方は1回以上の接種。

特定の健康状態によっては、より早い時期に

接種が必要となる場合があります。

• TdapまたはTd：10年ごと。身近に乳児がいる

場合は、最新の接種状況を確認してください。

• 帯状疱疹：50歳以上の方は、過去に帯状疱疹

にかかったことがある場合でも、2～6ヶ月間隔

で2回接種してください。

• B型肝炎：19～59歳の方は2～4回接種。60歳

以上の方は、リスク要因がある場合、または接

種を希望する場合、ワクチン接種を受けること

ができます。

ほとんどのワクチンは同時に接種
できます。かかりつけの医療機関
にご相談ください。

旅行にお出かけですか？

追加のワクチン接種が必要になる場合がありま
す。必要なワクチンについては、かかりつけの
医療機関にご相談ください。


	Slide 1
	Slide 2

